
創業者の理念「自由・家族・希望・報われること」

創業者の理念に根付いた活動として、

人々のより良い暮らしをサポートする

※この2つのプロジェクトは、活動主旨に賛同いただいた皆さまからのご寄付および日本アムウェイ合同会社からの
寄付金を 一般財団法人 日本アムウェイ財団が管理し、運用しています。

    一般財団法人 日本アムウェイ財団　https://csr.amway.co.jp/ajf/

緊急支援等
自然災害など、緊急支援に対しての義援金や救援物資の提供

長期的な支援活動

2020年5月には「新型コロナウイルス感染症対策基金」として国立国際医療研究センターに1 , 000万円、2021年6月に
はインドの新型コロナウイルス感染被害として現地NPOに8,190,866円、2022年4月には日本ユニセフ協会の「ウクライナ
緊急募金」に43,963,418円の寄付を行いました。これらの支援は、ABOおよび社員から寄せられたご寄付に日本アムウェ
イ合同会社が同額をマッチングし、支援先に届けました。このほか、コロナ対策に携わる医療従事者の方への入浴剤セッ
トの寄贈、エッセンシャルワーカーの方へのマスクやアルコールスプレーの寄贈などを行いました。

History

左「八重山サンゴ礁復元」プロジェクト
右「釧路湿原自然ガイドシステム作り」プロジェクト

「アムウェイ・クリーンアップ」

「アファン“心の森”」プロジェクト

日本アムウェイ営業開始1979

Tomorrow HOPE 子どもの健康・教育支援2022.9~

Remember HOPE 東北復興支援2012~

アムウェイOne by Oneこども基金2003~

アムウェイ ネーチャーセンター1989~

2014.1  子どもの貧困対策法が施行

2011.3  東日本大震災

1993.11  環境基本法が施行

2000.11  児童虐待防止法が施行

52の自然保護プログラムに5億7,570万円助成
― 2002　アムウェイ・クリーンアップ （～2017まで）
　 日本全国の海岸、河川を中心に256の会場で64,516人が参加し、
57.8トンのゴミを回収

児童虐待防止などの活動に
7億4,500万円の支援
※2004-2011会計年度

10円マッチング基金開始
―  児童虐待防止活動オレンジリボン
―  アファンの森パートナーシップ
―  養護施設　奨学金制度

新型コロナウイルス感染症対策支援2020~

ウクライナ緊急募金2022~

国立国際医療研究センターなどへの寄付



ボランティア時間 訪問者数 募金総額

5万6,533時間
（2023年6月末時点） （2023年6月末時点） （2022年8月末時点）

40万9,529名 17億5,129万円

アムウェイハウスを中心にさまざまなイベントや
プログラムを支援し、施設の利用者は40万人を
超え、地元に根付いたコミュニティの場となって
います。



人々のより良い、健康的な生活をサポートすることを目指して。

Helping people live better, healthier lives.

（すこやかに、ゆたかに、明日へ。）に基づいて、社会貢献活動を実施してきました。

「健康的な生活を送ってほしい」「自分の思い描く未来に向かって進んでほしい」

日本アムウェイは、経済的支援を必要な子どもたちやその家族への支援活動として、

「Tomorrow HOPEプロジェクト」を発足しました。

ヘルス＆ウェルネス企業として、人々のより健やかで希望に満ちた毎日のために、

本プロジェクトを通して企業市民として社会課題に向き合い、

よりよい環境づくりに取り組んでいきます。

子どもたちの心身の健康を支援するための
取り組みをしていきます。例えば、フードバ
ンクや子どもの居場所、自然教室や農業体
験といった各種プログラム、栄養に関する
ワークショップなどへの支援を行います。

経済的な理由で大学や専門学校に進学でき
ない学生に、返済義務のない給付型奨学
金を提供します。他の奨学金と併用可能で、
大学だけでなく専門学校も対象。インターン
シップや国内外セミナーへの参加機会など、
入学から卒業までの間、夢に向かう学生た
ちをサポートします。

4月入学生を対象に
9月より申し込みを
開始します
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皆さまからお預かりした寄付金は、一般財団法人 日本アムウェイ財団に寄付され、
東北復興支援、および子どもの健康・教育支援に活用されます。


